GUILTY-Ⅴ

時間　2002

綴られた文字は懐かしい、筆跡。

ヤンは、その文字を見たとたん、日記を閉じた。

胸に込み上げる、さまざまな想い。

この文字を辿ってしまえば、引き返せなくなる

過去の　闇

ロ・ガイが死んだ夜から、ハウが逮捕されたあの日まで、

心に巣食っていたのは、ハウやンガイ家への「思慕」ではなく、

ただの「恐怖」だったのかもしれないと…時々、思う。

目の前で死んだ潜入捜査官。

与えられた、チャンス。

失った、味方。

あまりに巨大すぎた…ハウの力。

逆らうことが出来なくて、ただ、ただ…

紙の上に彼の行動を記すしか出来なかった。

「何を、今更…」

心傷にひたろうとする自分に、嘲笑。

大丈夫。

そう、自分に言い聞かせながら、軽く深呼吸をする。

そして、もう一度、日記を開くと、

今度はその文字を追った。

時間　1998

「私は普段、地下鉄やバスには乗らないんですが…」

ヨンは珍しくスーツ以外の服を着て、殆ど人のいない地下鉄に乗っていた。

隣には、白髪混じりの男。

「俺だって、滅多に乗らないさ。でも、たまにはいいもんだろ」

サムはそういって２人以外誰もいない席に寛ぐように座った。

「手短に言いましょう。今夜、土瓜湾の辺りで抜き打ちの手入れがある。

その辺りで、別のことで騒いで、重案や情報科が署に帰るのを足止めしてください」

ヨンはそういうと、あの笑顔を浮かべる。

「警官がマフィアに騒げと？何も無くても余計な罪がついちまう。

手入れの情報はありがたいけどな。こっちも余計な保釈金は惜しい。」

サムが笑う。しかし、ヨンは表情を変えずに言った

「それをしてくれたら、貴方が政府への書類で梃子摺っているマカオのカジノの件。

政府に簡単に話を通して差し上げましょう。悪い話ではないはずだ。」

切り札をきったヨンに、サムはにやりと笑い、握手の手を出すと、

ヨンはそれを軽く握り返した。

「しかし、それだけの事で、そんな取引をしてくれるなんて、裏があるんじゃないのか？」

そう疑うサムに、ヨンは

「貴方には関係ないが、私にはそれだけ重要な用があるんですよ。」

そう言って、手を離した。

その夜の西九龍署は殆ど人がいなかった。

私服警官が多い中にも、部署によっては制服の警官もちらほらいる。

ヨンは何食わぬ顔で堂々と署内を歩いていた。

こういう場合、堂々としている方が全く怪しまれないものだ。

だが、万が一の時の為にサムに取引を持ちかけたのである。

人の居ない署内、特に重案の部屋は人が全く居なかった。

ヨンはそのままウォンの公室のドアに手をかけると、簡単に戸が開いた。

カギがかかっていなかった。

無用心なものだ…

半ば呆れ気味に部屋に入ると、目的の物がありそうな場所を探してみる。

机のカギのかかった引出しに手をかけると、そこはちゃんとロックされていた。

「単純な人だ」

ヨンはそうつぶやきながら、細い針金を取り出すと、そのカギを開けた。

すると、中に、ちょうど良い大きさの紙袋。

目的のものはあっさりと見つけたが、まさか盗むわけにはいかない。

ヨンはカギのかかっていないその日記帳を広げると、

驚くべき速さでその文字を追った。

意味を理解するのではなく、まずは単に文章を暗記するのである。

理解するのは、その後、幾らでもできる。

ヨンは、ページをめくりながら、その内容を　盗んだ。

時間　1997

夕日が沈み始めた庭。

ハウは独り、椅子に座り、空を眺めていた。

しかし、その視線はあまりに遠く、何か思いつめたようだった。

そこへ現れたのはヤン。

ヤンの気配に気がついたハウは、我に返ると、少し寂しげな笑みでヤンを観た。

「今、ンガイ家は沈みかけた船だ。

そんな船に、お前を乗せてしまったのは、私だろう…

お前が警官になりたがっていたのは知っていた。

そして、父の存在が…私の存在がそれを邪魔することも。

お前が幾ら隠していてもいずれはバレた事だ。

ならば、お前にうちにきてもらいたかった。

家族に…なってもらいたかったのだ。」

ゆっくりと、言葉をかみ締めるようにそういうハウに、

ヤンは内心、斜に構えていた。

…ならば、何故、俺を抱くんだ？

そう、問い詰めてやりたい気持ちを、抑える。

だが、ハウはそれに気がついたようにつづけた

「…しかし、私は手に入れたお前を抱いた。

家族以上に、お前を想っていた…。自分でも、不思議だよ。

どうしても、お前の全てが欲しかったんだ。

それでも、我々は兄弟で、その事実は変えようが無い。

何よりも、大切なものは、その事実だからな。」

そういって、ハウはヤンを見つめると、ヤンはゆっくり眼を閉じた。

見つめ返すことも、視線をそらすことも…出来なかった。

自分は、この人を、兄を警察に渡した。

警官として、当然のことをした。

この人が、捕まるのはもう…時間の問題。

一生出てくることは出来ないだろう。

それで----かれの家族はどうなるのだろうか？

娘は？

「…ヤン?」

瞳を閉じて、思慮におちそうになったヤンを、ハウの声が呼び戻した。

「一から出直しになるだろうが、それでも、構わないか？

これからも私の、仕事を手伝ってほしい。

家の為に…お前自身の為に…」

少し疲れの影を落としたハウの表情は、以前に比べ、

そう、ロ・ガイが死んだ頃だ。

ヤンは、そんなハウに、無言のまま頷いた。

ハウの表情に笑顔がもどり、立ち上がると、

ヤンの唇に、唇を重ねた。

けれど、この夜------別れの銃声が響くことを2人は知らなかった。

時間　2003

署内の地下駐車場に少し荒い運転で車を滑り込ませたのはヨンだった。

車を降りると、ラウが何気ないそぶりで、前を通りかかり、足を止めた。

しかし、ヨンはそれを無視して行こうとしたが、先に声をかけてきたのはラウ。

「本当に運転が苦手のようですね」

嫌味ともとれるその発言に、ヨンは気にとめない風で

「私は忙しいのでね、時間の節約の為にはいつの間にか運転が荒くなったよ。」

そう答えて、行こうとすると、ラウは前に立ちふさがった。

「貴方に聞きたいことがある。」

ラウがそう言うと、ヨンは笑顔で返した

「法的に考えても、私が君に答える義務は無い。」

しかし、ラウはその言葉を無視して続けた

「10年ほど前、マフィアのボスだったンガイウェンハウを知っているか？」

ラウの質問に、ヨンは笑顔の表情を変えずに、ラウの瞳を見つめた

そして一言

「そんな人物がいたような気はする」

とだけ、答えた。

「じゃぁ、去年亡くなったウォン警視の事件の事は?」

ラウは質問を続けたが、ヨンは表情を変え、笑みをなくしたそして、

「私には関係の無い事だ。死んだ人間は帰らない」

それだけ言うと、ラウの肩に手を置いた

しかし、その瞬間、ラウの瞳の色が僅かに変わったのをヨンは見逃さなかった。

ヨンはそのままラウを見つめ、一言いった

「世に出た者はいずれ消え去る」

すると、ラウの表情に悲しみが表れ、瞳は確かにヨンを捉えてはいたが、

視線はヨンを通りすぎ、どこか遠くを見ていた。

そんなラウの肩に置いた手を、ヨンはゆっくりと動かし、

そっと、彼の頬に触れた。

しかし、そんなことではラウの視線は変わらない。

ヨンは、そのまま互いの息を感じる距離まで顔を近づけ、

それから、少し頭をずらすと、耳元で

「手に入れるのは簡単だが、手放すのは難しい。気をつけろ…ヤン…」

そうささやき、首筋に軽く唇を当てると、

そのまま、脇をすり抜け、ヨンは立ち去った。

ラウは、ただしばらく、その場に立ち尽くしていた。

時間　2002

懐かしい字を、その視線で追っていたヤンは、

最初、冷たい表情でそこに記された日々を読んでいた。

どんなに家族の為という大義名分があったとしても、

彼のやってきたことは、犯罪に他ならない。

そして、ロ・ガイが死んだ頃に、一度その日記は止まるが。

徐々にまた再開されていた。

しかし、最後の日に記されていた、文字を追ううちに

ヤンは知らず知らずのうちに…涙を零していた。

そこに記された想いを…あの頃に知っていたら…

だが、それでも、彼の罪は消えないし、

ヤンは警官であったし、それを変えることは出来なかった。

そこに記された…想い……それは………

